○釧路市高齢者生きがい交流プラザ条例
平成１７年１０月１１日
釧路市条例第１１７号
（設置）
第１条　高齢者の生活、文化及び教養の向上並びに健康の保持を図るとともに、世代間の交流の拠点とするため、釧路市高齢者生きがい交流プラザ（以下「交流プラザ」という。）を設置する。
（位置）
第２条　交流プラザは、釧路市米町４丁目３番１６号に置く。
（事業）
第３条　交流プラザは、第１条の設置目的を達成するために、次に掲げる事業を実施する。
（１）　高齢者の生活、文化及び教養の向上に関すること。
（２）　高齢者の趣味、娯楽、レクリエーション等に関すること。
（３）　高齢者の健康保持及び疾病予防に関すること。
（４）　高齢者を含めた世代間の交流及び文化の伝承に関すること。
（５）　老人クラブの育成及び指導に関すること。
（６）　その他高齢者福祉の向上に関すること。
（使用者）
第４条　交流プラザ（展望浴室を除く。）を使用できる者は、高齢者（おおむね６０歳以上の者をいう。次項において同じ。）及び前条各号の事業に関連する者とする。ただし、市長が特に認めたときは、この限りでない。
２　展望浴室を使用できる者は、高齢者及びその介助者等とする。
（使用承認）
第５条　次に掲げる施設を使用しようとする者は、あらかじめ市長の承認を受けなければならない。
（１）　イベントホール
（２）　和室小ホール
（３）　ふれあいルーム
（４）　クラフトルーム
２　市長は、管理運営上必要があると認めたときは、前項各号の施設の使用について条件を付し、及びこれを変更することができる。
（使用の制限）
第６条　市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、交流プラザの使用を承認せず、又は使用させない。
（１）　公益を害するおそれがあると認められるとき。
（２）　交流プラザの建物又は附属設備を損傷するおそれがあると認められるとき。
（３）　管理運営上支障があると認められるとき。
（使用料）
第７条　交流プラザ（展望浴室を除く。）の使用料は、無料とする。ただし、第３条の事業以外で使用するときは、別表第１に定める使用料を納入しなければならない。
２　展望浴室の使用料は、別表第２のとおりとする。
３　使用料は、原則として前納とする。
４　第１項ただし書及び第２項の規定にかかわらず、市長が特に必要があると認めたときは、使用料を減免することができる。
（使用料の不還付）
第８条　既納の使用料は、還付しない。ただし、市長が特に必要があると認めたときは、その全部又は一部を還付することができる。
（転貸等の禁止）
第９条　使用者は、その権利を譲渡し、又は転貸してはならない。
（特別の設備等の承認）
第１０条　使用者は、特別の設備をし、又は施設に変更を加え使用しようとするときは、あらかじめ市長の承認を受けなければならない。
（使用承認の取消し等）
第１１条　市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、使用の承認を取り消し、又は使用を停止することができる。
（１）　不正の手段をもって使用の承認を受けたとき。
（２）　使用の目的以外に使用したとき。
（３）　第５条第２項の規定により付され、又は変更された条件に違反したとき。
（４）　この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。
（５）　管理運営上支障があると認められるとき。
（原状回復）
第１２条　使用者は、その使用が終わったときは、直ちにこれを原状に復して返還しなければならない。前条の規定により使用の承認を取り消され、又は使用を停止されたときも同様とする。
２　市長は、使用者が前項の義務を履行しないときは、これを代行し、それに要した費用を徴収する。
（損害賠償の義務）
第１３条　使用者は、交流プラザの建物、附属設備等を損傷し、又は滅失したときは、その損害を賠償しなければならない。
（委任）
第１４条　この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。
附　則
（施行期日）
１　この条例は、平成１７年１０月１１日から施行する。
（経過措置）
２　この条例の施行の日の前日までに、合併前の釧路市高齢者生きがい交流プラザ条例（平成６年釧路市条例第１５号）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、それぞれこの条例の相当規定によりなされたものとみなす。
附　則（平成１９年３月２２日条例第１０号）
この条例は、平成１９年４月１日から施行する。
附　則（平成２１年３月２４日条例第１４号）
この条例は、平成２１年４月１日から施行する。
附　則（平成２３年３月１８日条例第１号）抄
この条例は、平成２３年４月１日から施行する。
附　則（平成２６年３月２０日条例第４号）抄
（施行期日）
１　この条例は、平成２６年４月１日から施行する。
（使用料等の改定に係る経過措置）
４　この条例（第１条、第９条、第１２条から第１５条まで、第１８条、第１９条、第２１条から第２５条まで、第２８条、第２９条、第３１条、第３２条、第３６条、第４４条、第５４条、第５７条、第６０条、第６４条及び第６８条を除く。）による改正後のそれぞれの条例の規定（第２項第４号から第６号までに規定する規定を除く。）は、施行日以後の使用、占用、入場、観覧、採取等（以下「使用等」という。）に係る使用料等であって、施行日以後に支払を受けるべきもの（施行日前に発行した納入通知書に係るものを除く。）について適用し、施行日前の使用等に係る使用料等又は施行日前に支払を受けるべき使用料等若しくは施行日前に発行した納入通知書に係る使用料等については、なお従前の例による。
（規則への委任）
８　この附則に規定するもののほか、この条例の施行に関し必要な経過措置は、規則で定める。
附　則（平成２６年９月２４日条例第３６号）
この条例は、平成２６年１０月１日から施行する。
附　則（平成３１年３月２２日条例第８号）抄
（施行期日）
１　この条例は、令和元年１０月１日から施行する。
（使用料等の改定に係る経過措置）
５　この条例（第１条、第９条、第１２条から第１６条まで、第２１条、第２３条から第２６条まで、第２９条、第３０条、第３２条から第３４条まで、第３７条、第４０条、第４５条、第５７条、第６０条、第６３条、第６７条及び第７１条を除く。）による改正後のそれぞれの条例の規定（第２項第３号から第５号までに規定する規定を除く。）は、施行日以後の使用、占用、入場、観覧、採取、入港等（以下「使用等」という。）に係る使用料等（第９項に規定する使用料等を除く。）であって、施行日以後に支払を受けるべきものについて適用し、施行日前の使用等に係る使用料等又は施行日前に支払を受けるべき使用料等については、なお従前の例による。
（規則への委任）
１０　この附則に規定するもののほか、この条例の施行に関し必要な経過措置は、規則で定める。
附　則（令和元年６月２８日条例第２号）
この条例は、公布の日から施行する。
附　則（令和元年１２月２３日条例第２８号）
この条例は、令和２年１月１日から施行する。
附　則（令和４年１２月２２日条例第２６号）
この条例は、令和５年１月１日から施行する。
附　則（令和５年１２月２２日条例第３７号）
この条例は、令和６年１月１日から施行する。
附　則（令和６年１２月１９日条例第３９号）
この条例は、令和７年１月１日から施行する。
別表第１（第７条関係）
１　イベントホール等の使用料
	部屋の種別
	時間区分
	使用料

	
	
	６月１日から９月３０日まで
	１０月１日から翌年５月３１日まで

	イベントホール
	９時から１２時まで
	５，６８０円
	６，９６０円

	
	１３時から１７時まで
	６，９６０円
	８，２１０円

	
	１８時から２１時まで
	８，２１０円
	９，４８０円

	
	９時から２１時まで
	２０，８６０円
	２４，６５０円

	
	調整時間
	２，０９０円
	２，４７０円

	和室小ホール
	９時から１２時まで
	４，４２０円
	５，０６０円

	
	１３時から１７時まで
	５，０６０円
	５，６８０円

	
	１８時から２１時まで
	５，６８０円
	６，３３０円

	
	９時から２１時まで
	１５，１７０円
	１７，０８０円

	
	調整時間
	１，５１０円
	１，７００円

	ふれあいルーム
	９時から１２時まで
	３，１６０円
	３，７９０円

	
	１３時から１７時まで
	３，７９０円
	４，４２０円

	
	１８時から２１時まで
	４，４２０円
	５，０６０円

	
	９時から２１時まで
	１１，３８０円
	１３，２７０円

	
	調整時間
	１，１３０円
	１，３３０円

	クラフトルーム
	９時から１２時まで
	３，１６０円
	３，７９０円

	
	１３時から１７時まで
	３，７９０円
	４，４２０円

	
	１８時から２１時まで
	４，４２０円
	５，０６０円

	
	９時から２１時まで
	１１，３８０円
	１３，２７０円

	
	調整時間
	１，１３０円
	１，３３０円


備考
１　この表において調整時間とは、１２時から１３時まで及び１７時から１８時までのそれぞれ１時間をいう。
２　調整時間の使用料は、あらかじめ使用承認を受けた時間を超えて使用した場合に適用する。
３　営利を目的とする行事等に使用する場合の使用料は、この表の規定による使用料の額に２を乗じて得た額とする。
２　陶芸窯の使用料
	区分
	単位
	使用料

	本焼
	１回
	４，３１０円

	素焼
	１回
	２，５４０円

	七宝焼
	１回
	８８０円


別表第２（第７条関係）
	展望浴室
	５５０円
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